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災
害
・
犠
牲
者
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

石崎たか子議員

質
　
問

　
「
知
ろ
う
！
地
震
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
。
見
よ
う
！
記
録
に
残
る
海
部

地
域
の
地
震
被
害
」

　

明
治
24
年
、
根
尾
を
震
源
と
し

た
濃
尾
地
震
が
直
下
型
地
震
と
し

て
、
い
ま
だ
、
国
内
最
大
と
言
わ

れ
て
い
る
。
愛
西
市
は
こ
の
プ

レ
ー
ト
型
直
下
型
地
震
の
影
響
を

受
け
る
危
険
性
の
あ
る
地
域
と
警

告
さ
れ
て
い
る
。

　

既
往
最
大
を
超
え
る
豪
雨
災
害

の
多
発
に
、
市
は
ど
の
よ
う
に
対

処
す
る
か
。
水
災
害
講
演
会
で
片

田
教
授
よ
り
講
話
を
聞
い
た
。

　

既
往
を
超
え
る
災
害
に
、
愛
西

市
の
北
部
で
木
曽
川
が
破
堤
し
た

場
合
、
ほ
ぼ
全
域
が
浸
水
す
る
。

南
部
で
木
曽
川
が
破
堤
し
た
場

合
、
木
曽
川
海
部
幹
線
水
路
、
佐

屋
川
に
挟
ま
れ
た
地
域
で
は
、
浸

水
深
が
深
く
な
り
、
佐
屋
地
域
ま

で
浸
水
す
る
と
さ
れ
た
。

　

改
め
て
講
話
に
つ
い
て
市
長
の

見
解
を
。

市
　
長

　

講
演
会
を
私
自
身
も
聞
い
て
、

今
ま
で
以
上
に
防
災
・
減
災
に
対

し
て
意
識
が
高
ま
っ
た
。

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
と
い
う

こ
と
で
、
台
風
の
予
想
進
路
に

よ
っ
て
、
い
ち
早
い
段
階
で
避
難

勧
告
、
避
難
指
示
が
発
令
で
き
る

よ
う
、
市
民
に
理
解
さ
れ
る
意

識
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
と
感

じ
た
。

質
　
問

　

大
井
地
区
の
一
時
避
難
所
で

あ
っ
た
永
和
荘
の
現
状
は
。

総
務
部
長

　

最
終
的
に
は
維
持
費
、
修
繕
的

な
も
の
を
考
え
、
平
成
20
年
8
月

に
断
っ
た
。

質
　
問

　
「
悲
願
！ 

水
害
避
難
の
丘
の
整

備
」
に
つ
い
て
、
蟹
江
町
は
水
害

避
難
の
丘
を
整
備
す
る
と
予
算
に

あ
げ
て
い
る
。
佐
屋
、
永
和
地
区

の
人
に
と
っ
て
は
、
海
抜
マ
イ
ナ

ス
2
ｍ
前
後
で
、
本
当
に
こ
ん
な

所
が
あ
っ
た
ら
と
考
え
る
。

　

永
和
荘
、
親
水
公
園
、
金
棒
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
一
隅
を
活
用
で
き
な

い
か
。
リ
ニ
ア
の
中
央
新
幹
線
の

東
京
・
名
古
屋
ル
ー
ト
が
工
事
に

な
っ
た
ら
、
そ
の
土
を
使
い
ど
こ

か
に
5
ｍ
く
ら
い
の
高
台
を
造
れ

な
い
か
。

市
　
長

　

永
和
荘
は
、
市
と
し
て
買
収
し

な
い
。
予
算
的
に
も
難
し
い
と
返

事
を
し
た
。
愛
西
市
に
お
い
て
は
、

確
率
的
に
い
う
と
地
震
よ
り
台

風
、
水
害
の
ほ
う
を
心
配
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

質
　
問

　

今
後
も
、
市
民
の
心
の
痛
み
の

わ
か
る
市
政
、
思
い
や
り
の
あ
る

行
政
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

　

避
難
協
定
は
、
そ
の
後
、
何
社

に
な
っ
た
か
。
舟
は
今
、
何
艇
用

意
さ
れ
て
い
る
か
。

総
務
部
長

　

現
在
、
6
施
設
、
そ
の
他
に
物

資
協
定
と
併
せ
て
施
設
利
用
、
屋

上
の
駐
車
場
の
一
部
利
用
を
お
願

い
し
て
い
る
施
設
も
3
店
あ
る
。

　

舟
艇
は
39
艇
、
ゴ
ム
ボ
ー
ト
は

18
艇
保
有
し
て
い
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
消
防
署
本
部
、
各

小
学
校
、
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
、
消
防
団
の
詰
所
に
、
配

備
し
て
い
る
の
が
、現
状
で
あ
る
。

▲愛西市の防災訓練




